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論文内容の要旨

データの構造を計算機内部に実現するための重要な技法の一つにアドレス関数による実現の方法が

ある。現在この方式で実現される構造は配列がよく知られている他，場合によっては木がこの方式で

実現されるのみである。本論文では，まず理論的側面から本方式における種々の問題を扱い，さらに

この結果に基き，新しいデータ構造を提案し，応用への示唆を与える。第 1 章では，本方式の基本的

な問題的を概論した。第 2 章では，まず Rosenberg が与えたデータグラフを拡張し，データ構造の

より一般的な表現モデルとして関係データグラフを定義した。代数的，グラフ論的視点から，本方式

により実現可能な関係データグラフの定式化と解析を行った。第 3 章では効率的なアドレス関数を構

成するには，対象とする構造が強い一様性を有する必要があるとの見地から，関係データグラフの強

一様性を定式化し，その構造上の性質を詳細に考察した。第 4 章では，第 2 ，第 3 章で得られた結果

に基いて，アドレス関数で実現される新しいデータ構造のクラスとして， TA- 構造と呼ぶ木と配列

の合成構造を提案した。 TA- 構造について，木のインデクス付け， (ストリング型)と配列のインデ

クス付け(座標型)の特徴と利点を自然な拡張の形で生かすことができるインデクスの指定法を述べ

た。また， 2 , 3 の評価基準の下に TA- 構造のアドレス関数を構成し，評価を行った。第 5 章では，

TA- 構造のラベル付けの問題を扱い，ラベル付けされた TA- 構造について そのアドレス関数の構

成法を述べた。第 6 章では，残された問題点を説明し，また， TA- 構造を組込んだプログラミング言

語について示唆した。
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論文の審査結果の要旨

本論文はアドレス関数により計算機内部に実現されるデータ構造に関する研究をまとめたものであ

る。先ず Rosenberg が与えたデータグラフを拡張し，データ構造のより一般的な表現モデルとして

関係データグラフを定義した。代数的，グラフ論的視点から，本方式により，効率的に実現できる関

係データグラフを定式化し，その構造上の諸性質を考察した。さらに関係データグラフに関する成果

をもとにして，アドレス関数で実現される新しいデータ構造のクラスとして， TA-構造と呼ぶ木と配

列の合成構造を提案した。 TA-構造のインデックス付けやアドレス関数は，木および配列のそれらを

自然な拡張の形で生かしことができるものであり，また TA-構造で表現できるデータ構造のクラスが

広いことを考え合せれば，応用的意義もある程度あるものと言えよう。

以上本論文はデータ構造に関する一つの知見を加えたものであり，工学博士の学位授与に価するも

のと認められる。
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